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GIGAスクール構想で導入されたPCを用いて教育・学習活動の
データが自然と蓄積されるが、ほとんど有効に使われていない。
無用之用(莊子)、Mottainai (JPN).

これをうまく活用して、教育・学習をより良くできない
か？

https://zh.wikipedia.org/wiki/%E8%8E%8A%E5%AD%90_(%E6%9B%B8)
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エビデンスを作る
データ活用型授業
を広げる

デジタルツインを用いた
個に応じた学習環境を構築

ラーニングアナリティクス
教育データ利活用

企業・教育機
関と共同研究
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「科研」・「国研」プロジェクト研究分担者

熊本大学

喜多敏博先生

基盤構築班

慶應義塾大学

星野崇宏先生

京都大学

西岡千文先生

実証班

早稲田大学

森田裕介先生
京都大学

高橋雄介先生

京都大学／内田洋行

堀越泉様

九州大学

島田敬士先生

授業開発・事例共有班

東北学院大学大学

稲垣忠先生
畿央大学

西端律子先生

標準化・ツール横断班

京都大学／内田洋行

堀越泉様

東北大学

長濱澄先生

制度設計・研究利用班

九州大学

大久保文哉先生
法政大学

上田浩先生

国立教育政策研究所／大阪教育大学

高見享祐先生

国立教育政策研究所 教育データ分析・研究推進事業
「データ駆動型の教育」の実現に向けた実証、

基盤開発およびポリシー検討（R5〜R7）

科学研究費助成事業 基盤A
リアルワールド教育データからのエビデンス

抽出・共有・利用のための情報基盤開発（R5〜R7）

研究代表者
京都大学

緒方広明

データ駆動型の教
育を広げる

エビデンスを抽出
して共有・活用す

る
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教育ビッグデータ・ＡＩを活用した、
データ駆動型の教育・学習を広げる国研

A. 授業開発・事例共有
B. 標準化・ツール横断
C. 制度設計・研究利用

•標準規格（LTI, xAPI）を利用し

た複数ツールの接続

•標準化ログデータを用いた複数

ツール横断の学習分析・実証

B. 標準化・ツール横断

A. 授業開発・事例共有

様々な学校段階、教科・科目、

活動における事例の収集

事例の類型化と研修の開発、

事例共有

C. 制度設計・研究利用

匿名化データの作成と分析

教育データ利活用ポリシーの検討

（初等中等向け・二次利用向け）
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基盤A：リアルワールドデータからのエビデンス抽出

• 背景：
• 現在のラーニングアナリティクス
（LA）は、１つのクラスや学校のデー
タを分析・可視化して提供するケース
がほとんど

• 事例や知見の共有はほとんどされてき
ていない

• 中長期的にデータを蓄積することで、
実験をしなくても日常的な学習ログ
（＝リアルワールドデータ）から、エ
ビデンスが抽出できないか？

• 研究目標：
• リアルワールドデータからのエビデン
ス抽出技術の開発
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ERS
エビデンス

レコードストア

CRS
ケース

レコードストア

LRS
ラーニング

レコードストア

エビデンス

データの収集
分析・

フィ ード バッ ク
効果検証

(事例・ エビデンス )

データ 事例

P u r p o s e I n d i c a t o r S o l u t i o n R e s u l t s  Context .

介入あり介入なし

学
習

時
間

介入あり

介入なし

介入あり介入なし

学
習

時
間

現在のラーニングアナリティ クス エビデンスに基づく 学び
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事例ポータル：LEAFの授業例を集めたサイト
https://live.let.media.kyoto-u.ac.jp/evidence-portal/

効果量などの
エビデンスも追

加
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一次利用
学習・教育支援

二次利用
基礎研究・システム開発
一次利用の土壌づくり

匿名加工 研究成果

匿名加工データを集めたサイ
ト



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council

https://sites.google.com/view/releaf-ja/

https://sites.google.com/view/releaf-ja/
https://sites.google.com/view/releaf-ja/
https://sites.google.com/view/releaf-ja/
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この後のご講演を
どうぞお楽しみください。



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council 14



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council 15

ラーニングアナリティクスを使う前後の比較

LAを使う前 LAを使うと

扱うデータ テストの成績やアンケー
ト等の結果

デジタル教材・ドリルなどを用
いた学習プロセス

分析結果 どう改善すればよいか分
かりにくい

どういうプロセスで学んだかが
わかり、次にどうすべきかがわ
かる。

分析方法 手動で分析
=>タイムラグがある

リアルタイムに自動に分析
=>今すぐ役立つ

授業改善 経験 エビデンス（根拠）
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